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4.1 評価の進め方 

4.1.1 評価方針 

真名川ダムの堆砂状況及び経年的な整理により堆砂傾向を把握し、計画値との比較等を

行うことにより評価を行った。また、堆砂対策の必要性及び対策案について提案するとと

もに、すでに貯砂ダム設置や掘削・浚渫等が行われているダムについては、これら事業の

効果について評価した。 

 

4.1.2 評価手順 

以下の手順で作業を行う。作業のフロー図を図 4.1-1 に示す。 

 

(1) 堆砂測量方法の整理 

堆砂測量（深浅測量）の方法について、手法・測線（測量断面位置）・測量時期等に

ついて整理する。 

 

(2) 土砂流入等の状況整理 

集水域の開発状況、崩壊地の状況、砂利採取の状況等、土砂流入に影響する事柄に

ついて、位置、規模、内容等の状況を整理する。 

 

(3) 堆砂実績の整理 

測量結果（堆砂状況調査報告書、深浅測量結果等）をもとに、堆砂状況について経

年的に図表整理する。 

 

(4) 堆砂傾向及び堆砂対策の評価 

堆砂計画や近隣ダムの堆砂状況との比較等、堆砂形状を示した縦断図から、堆砂の

進行状況や堆積箇所等の傾向について評価を行うとともに、堆砂対策が実施されてい

るダムについては、その概要を示し効果について評価する。 
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図 4.1-1 評価のフロー 

 

 

 

4.1.3 必要資料（参考資料）の収集・整理 

測量成果や堆砂対策に関わる資料等、まとめに必要となる資料について収集し、リスト

を作成する。収集した資料は、「4.7 文献リストの作成」において整理した。 
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4.2 堆砂測量方法の整理 

真名川ダムの堆砂測量は、図 4.2-1 に示す測線位置図のとおり、縦断方向 200m（ただし

ダム堤体付近は 50m）ピッチ、横断方向 5m ピッチで行っている。 

堆砂測量の方法は陸上部を直接水準測量および間接水準測量、水中部を深浅測量として

いる。 

なお、堆砂測量の頻度については、平成 16 年度までは毎年行っていたが、平成 17 年度

らは過去の測定結果に基づき、ダムの堆砂状況に大きな変化が認められないと判断し、2

年に 1 回の測定としている。 
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図 4.2-1 測線位置図 

【出典：平成 28 年度 真名川ダム年次報告書 平成 30 年 3 月】 
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4.3 土砂流入等の状況 

平成 25 年度から平成 29 年度において台風等による豪雨、地震等による集水域内の崩

壊地拡大や湖岸の崩落等、土砂流入に関する特記すべき事項はなかった。 
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4.4 堆砂実績の整理 

真名川ダムの堆砂状況経年変化を図 4.4-1、表 4.4-1 に示す。 

現在、ダム管理開始から 38 年（平成 29 年時点）が経過し、総堆砂量は 2,237 千 m3（平

成 28 年時点）あり、計画堆砂量（20,000 千 m3）に対する堆砂率は約 11.1%となっている。 

計画堆砂容量 20,000 千 m3 に対して、死水容量内の堆砂量は、1,760 千 m3 であり堆砂率

は約 25.5％である。また、有効貯水容量 95,000 千 m3 内での堆砂量は 476 千 m3 であり、こ

れは有効貯水容量の約 0.5％にとどまっている。 

平成 16 年には、ダム完成後最大規模の出水（福井豪雨）をはじめ出水が相次ぎ、各年総

堆砂量が過去最大（1,078 千 m3/年）となった。これは昭和 51 年～平成 15 年までの 27 年

間の総堆砂量（1,077 千 m3/年）に等しい。 

近年では、平成 27 年の各年総堆砂量が多い。これは平成 26 年に洪水調節開始流量を上

回る洪水が発生したことが原因と考えられる。なお、平成 26 年は堆砂測量を実施していな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-1 堆砂量の経年変化 
【出典：平成 28 年度 真名川ダム年次報告書 平成 30 年 3 月】 
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表 4.4-1 真名川ダム堆砂状況経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．総堆砂量＝（当初総貯水容量）－（現在総貯水量） 

2．全堆砂率＝（総堆砂量）／（当初総貯水容量）×100% 

3．堆砂率＝（総堆砂量）／（計画堆砂量）×100% 

 

【出典：平成 28 年度 真名川ダム年次報告書 平成 30 年 3 月】 

 

流域面積 223.7 (㎞2) 計画堆砂年 100 (年)

総貯水量当初 119,165 (千m
3
) 計画堆砂量 20,000 (千m

3
)

有効貯水容量 95,000 (千m
3
) 計画比堆砂量 1,307 (m

3
/年㎞

2
)

年 調査月
経過
年数

現在
総貯水量

(千m3)

現在
総堆砂量

(千m3)

有効貯水
容量内
堆砂量

(千m3)

有効貯水
容量内
堆砂量

/総堆砂量
（％）

死水容量
内堆砂量

(千m3)

死水容量
内堆砂量
/総堆砂量
（％）

全堆砂率
(％)

堆砂率
(％)

掘削量

(千m3)

昭和51年 11月 -3 119,165 0 0 0 0.00 % 0.00 %

昭和52年 11月 -2 119,260 -95 -112 117.9% 17 -17.9% -0.08 % -0.48 %

昭和53年 11月 -1 119,087 78 -220 -282.1% 149 191.0% 0.07 % 0.39 %

昭和54年 11月 0 119,212 -47 -328 697.9% 281 -597.9% -0.04 % -0.24 %

昭和55年 11月 1 118,995 170 -112 -65.9% 282 165.9% 0.14 % 0.85 %

昭和56年 11月 2 119,020 145 -61 -42.1% 206 142.1% 0.12 % 0.73 %

昭和57年 11月 3 119,039 126 -143 -113.5% 269 213.5% 0.11 % 0.63 %

昭和58年 11月 4 118,960 205 -85 -41.5% 290 141.5% 0.17 % 1.03 %

昭和59年 11月 5 118,945 220 -106 -48.2% 326 148.2% 0.18 % 1.10 %

昭和60年 11月 6 118,778 387 -31 -8.0% 418 108.0% 0.32 % 1.94 %

昭和61年 11月 7 118,761 404 -43 -10.6% 447 110.6% 0.34 % 2.02 %

昭和62年 11月 8 118,738 427 -7 -1.6% 434 101.6% 0.36 % 2.14 %

昭和63年 11月 9 118,678 487 20 4.1% 467 95.9% 0.41 % 2.44 %

平成1年 11月 10 118,599 566 59 10.4% 507 89.6% 0.47 % 2.83 %

平成2年 11月 11 118,245 920 232 25.2% 688 74.8% 0.77 % 4.60 %

平成3年 11月 12 118,461 704 107 15.2% 597 84.8% 0.59 % 3.52 %

平成4年 11月 13 118,543 622 35 5.6% 587 94.4% 0.52 % 3.11 %

平成5年 11月 14 118,367 798 106 13.3% 692 86.7% 0.67 % 3.99 %

平成6年 11月 15 118,570 595 -60 -10.1% 655 110.1% 0.50 % 2.98 %

平成7年 11月 16 118,464 701 24 3.4% 677 96.6% 0.59 % 3.51 %

平成8年 11月 17 118,537 628 -72 -11.5% 700 111.5% 0.53 % 3.14 %

平成9年 11月 18 118,532 633 -36 -5.7% 669 105.7% 0.53 % 3.17 %

平成10年 11月 19 118,283 882 19 2.2% 863 97.8% 0.74 % 4.41 %

平成11年 11月 20 118,241 924 19 2.1% 905 97.9% 0.78 % 4.62 %

平成12年 11月 21 118,463 702 30 4.3% 672 95.7% 0.59 % 3.51 %

平成13年 11月 22 118,362 803 -84 -10.5% 887 110.5% 0.67 % 4.02 %

平成14年 11月 23 118,125 1,040 62 6.0% 978 94.0% 0.87 % 5.20 %

平成15年 11月 24 118,088 1,077 91 8.4% 986 91.6% 0.90 % 5.39 %

平成16年 11月 25 117,010 2,155 614 28.5% 1,541 71.5% 1.81 % 10.78 %

平成17年 26 117,149 2,017 539 26.7% 1,478 73.3% 1.70 % 10.09 %

平成18年 11月 27 117,287 1,878 463 24.7% 1,415 75.3% 1.58 % 9.39 %

平成19年 28 117,318 1,847 399 21.6% 1,449 78.4% 1.55 % 9.24 %

平成20年 11月 29 117,349 1,816 334 18.4% 1,482 81.6% 1.52 % 9.08 %

平成21年 30 117,361 1,805 357 19.8% 1,448 80.2% 1.51 % 9.03 %

平成22年 11月 31 117,372 1,793 379 21.1% 1,414 78.9% 1.50 % 8.97 %

平成23年 32 117,375 1,791 381 21.3% 1,410 78.7% 1.50 % 8.96 %

平成24年 11月 33 117,377 1,788 383 21.4% 1,405 78.6% 1.50 % 8.94 %

平成25年 34 117,244 1,921 426 22.2% 1,495 77.8% 2 10

平成26年 35 117,110 2,055 470 22.9% 1,584 77.1% 2 10

平成27年 11月 36 116,977 2,188 513 23.4% 1,674 76.5% 1.84 % 10.94 %

平成28年 11月 37 116,928 2,237 476 21.3% 1,760 78.7% 1.87 % 11.12 %

平成29年 38

＊平成17年度,平成19年度,平成21年度,平成23年度,平成25年度,平成26年度,平成29年度は堆砂測量を実施していない
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4.5 堆砂傾向及び堆砂対策の評価 

4.5.1 本支川の堆砂傾向の評価（縦断図での評価） 

真名川ダムおよび各支川における堆砂状況を把握するため、真名川ダムおよび各支川（持

籠谷川・仙扇谷川・雲川）の堆砂形状縦断図を図 4.5-1～図 4.5-3 に示すとおり整理した。 

本川では、約 6km 地点（ダムサイトから）より下流では堆砂傾向にあるが、それより上

流では、堆砂は確認できず、一部侵食傾向の箇所もある。約 4km 地点（ダムサイトから）

には堆砂肩が確認でき、ダムサイト付近でも堆砂が進んでいる。堆砂肩付近では、特に昭

和 62 年から平成 11 年の間で堆砂量が大幅に増加し、ダムサイト付近では平成 11 年から平

成 20 年の間で堆砂量が増加している。近年（平成 20 年から平成 28 年）では、大きな変化

は見られない。 

支川では、持籠谷川と仙扇谷川は堆砂傾向にあり、堆砂肩も確認できるが、雲川では確

認できない。 

堆砂はダム湖に流入した土砂の急激な流速低減によって発生するが、本川の上流と雲川

はダムの水による湛水頻度が低いため、流速低減せず、堆砂が進行しづらいと考えられる。

一方、持籠谷川と仙扇谷川は常時、湛水しているため、堆砂が進むと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5-1 堆砂形状縦断図（本川_真名川ダム） 
【出典：真名川ダム定期報告書 平成 26 年 3 月】 

【出典：真名川ダム堆砂測量業務報告書 平成 29 年 2 月】 
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図 4.5-2 堆砂形状縦断図（持籠谷川・仙扇谷川） 
【出典：真名川ダム定期報告書 平成 26 年 3 月】 

【出典：真名川ダム堆砂測量業務報告書 平成 29 年 2 月】 
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図 4.5-3 堆砂形状縦断図（雲川） 
【出典：真名川ダム定期報告書 平成 26 年 3 月】 

【出典：真名川ダム堆砂測量業務報告書 平成 29 年 2 月】 
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4.5.2 施設付近の堆砂傾向の評価（横断図での評価） 

ゲート付近と観測計への堆砂影響を確認するため、対象施設付近の横断図を図  4.5-5

に示すとおり整理した。 

ゲート上流の平成 28 年度の最深河床高は、EL284.69m で、元河床と比較して、約 17m

上昇している。ただし、主ゲート 口中心高は EL324.90m であるため、ゲートに影響は

ないと考えられる。 

水質自動観測装置上流の平成 28 年度の最深河床高は、EL287.55m で、元河床と比較

して、約 4.5m 上昇している。ただし、装置自体は水面上にあるため影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5-4 横断図確認箇所 

【出典：平成 28 年度 真名川ダム年次報告書 平成 30 年 3 月】 
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図 4.5-5 横断図 
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4.5.3 浚渫土砂の搬出場所（参考） 

弾力的管理試験では、笹生川沿いの中島地区に浚渫土砂を搬出した。今後、浚渫土砂は、

当該地区など、適切な場所への搬出を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5-6 浚渫土砂の搬出候補場所 
 

 

真名川

笹生川

麻那姫湖 

青少年旅行村

浚渫土砂の搬出候補場所  

（弾力的管理試験での搬出場所）
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4.6 まとめ 

 まとめ【評価】 

・平成 28 年までの真名川ダム総堆砂量は、2,237 千 m3 であり、計画堆砂量(20,000 千

m3)に対する堆砂率は約 11.1％である（平成 29 年度は調査未実施）。 

・有効貯水容量内には、476 千 m3 堆積しているが、これは有効貯水容量(95,000 千 m3)

の 0.5％に相当する。 

・ダム湖内では湖底付近に土砂が堆積しているが、取水等に特段の支障は発生してい

ない。 

 

今後の方針【改善措置】 

・真名川ダムの堆砂量は、計画範囲内で安定して推移している。今後も継続的に堆砂

測量を実施し、堆砂量および堆砂状況(形状)の監視を行っていく。 

 

4.7 文献リスト 

 

表 4.7-1 使用した文献・資料リスト 

No. 報告書またはデータ名 作成者・発行者 作成・発行年月 備考 

4-1 
平成 25 年度 真名川ダム定期 

報告書 

九頭竜川ダム 

統合管理事務所
平成 26 年 3 月  

4-2 
平成 27 年度 真名川ダム堆砂測

量業務報告書 

九頭竜川ダム 

統合管理事務所
平成 28 年 2 月 真名川本川のみ 

4-3 
平成 28 年度 真名川ダム堆砂測

量業務報告書 

九頭竜川ダム 

統合管理事務所
平成 29 年 2 月

真名川本川と 

他 3 支川 

 


